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貨
幣
と
物
僚
と
の
相
関
関
係
に
就
て

第
三
十
六
巻

第
内
務

六
八
八

九
六

貨
幣
さ
物
債
ミ
の
相
関
関
係
に
就
て

h
'
 

ノム、

1二了

3雪

-町

緒

言

貨
幣
軟
最
前
の
是
非
に
闘
寸
丸
山
1

九
州
は
兎
b
角
と
い
七
、
貨
幣
の
蚊
捷
F

二
股
物
慣
L
」
の
問
に
平
行
的
欄
係
の

存
す
る
事
は
、
経
験
的
法
則
と
し
て
一
般
に
認
め
ら
る
る
所
で
あ
る
。
従
っ
て
貨
幣
の
津
量
は
、
物
債
と
封
比
せ

ら
れ
て
こ
そ
初
め
て
意
義
を
持
つ
も
の
と
言
ひ
得
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
従
来
、
此
の
雨
者
を
統
計
的
に
研
究
し

て
其
の
聞
に
密
接
な
る
閥
係
の
存
す
る
事
を
立
誼
ぜ
ん
と
企
て
た
も
の
が
甚
だ
多
い
。

然
し
乍
ら
等
し
〈
物
債
と
言
ひ
て
色
、
其
の
中
に
は
、
各
種
商
品
の
卸
責
債
格
よ
り
遣
ら
れ
に
る
卸
責
物
債
も

あ
れ
ば
、
諸
商
品
の
小
貰
債
格
よ
り
造
ら
れ
た
る
小
買
物
債
も
あ
っ
て
、
之
を
一
概
に
論
争
る
を
得
な
い
の
で
あ

る
。
又
貨
幣
の
中
に
も
種
々
の
種
類
が
あ
っ
て
、
各
々
其
の
用
ひ
ら
れ
る
領
域
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
卸
ち
先

づ
、
本
位
貨
幣
の
如
き
は
、
車
に
準
備
と
し
て
用
ひ
ら
る
る
の
み
に
し
て
市
場
に
は
流
通
せ
争
、
従
っ
て
直
接
ぷ

は
如
何
な
る
種
類
の
物
債
と
も
交
渉
を
持
七
な
い
。
仰
は
ち
近
代
の
金
本
位
制
度
が
、
金
貨
の
流
通
せ
ぎ
る
金
本

位
制
と
か
金
塊
本
位
制
と
呼
ぱ
る
る
所
以
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
銀
行
券
及
び
補
助
貨
は
、
其
の
一
部
分
は
銀
行

の
金
庫
中
に
戒
せ
ら
れ
て
支
挽
準
備
と
な
る
け
れ
ど
、
多
〈
は
市
場
に
流
通
し
て
、
何
ら
か
の
意
味
に
於
て
物
債

雪国博士，経済撃新講第三巻三二五頁山崎博士，若干の貨幣問題一二ーへ頁
W. K.emrnerer; .Money anrl credif instrumen1::i 1.n their relatioil to gennal 
p口ce'.1907. I. Fisher: The Pl1rchnsin邑 Powerof :Money 1911， 1926. 
J. L. Laugillin; The PrincipleD of Money 1903 pp. 327.-9 etc. 
飯島幡司氏;金融~n耳論、第三章 ~凡博士 p 我1調現時白物償騰貴主遁貨と
の関係(鰹百年論叢第八巻第二盟主) 田中金ロ氏;金本位制と中央銀行政策一ー九
三頁，二三二頁、等
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と
交
渉
を
持
つ
。
而
も
斯
か
乙
貨
幣
は
、
多
〈
は
日
常
の
消
費
的
使
用
及
び
小
額
の
取
引
に
用
ひ
ら
れ
る
も
の
に

し
て
、
勢
賃
の
支
撫
ひ
を
除
け
ば
、
所
謂
生
産
的
使
途
に
用
ひ
ら
れ
る
事
は
甚
だ
稀
で
あ
る
。
印
ち
原
料
及
び
生

産
品
等
の
大
量
的
取
引
に
於
て
は
、
専
ら
小
切
手
支
の
他
の
信
用
手
段
が
用
ひ
ら
れ
る
も
の
に
し
て
、
現
代
の
粧

持
吐
舎
が
信
用
艦
梼
の
時
代
と
購
せ
ら
る
る
所
以
も
亦
買
に
悲
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
斯

t
て
、
近
代
経
稗
枇
曾

の
貨
幣
と
し
て
最
も
注
目
す
可
き
は
預
金
貨
幣
に
し
て
、
最
近
の
貨
幣
金
融
理
論
に
於
て
は
、
特
に
預
金
貨
幣
の

替
ひ
役
割
が
重
ん
ぜ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

右
の
知
〈
、
物
慣
の
中
に
も
種
々
な
る
物
慣
が
あ
る
と
同
時
に
、
貨
幣
に
於
て
も
種
々
な
る
貨
幣
が
あ
っ
て
、

各
々
其
の
用
ひ
ら
る
る
領
域
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
従
来
は
、
物
慣
と
貨
幣
と
の
閥
係
伊
統
計
的
に

研
究
す
る
に
営
り
で
は
、
軍
に
一
方
に
は
漠
然
に
る
意
味
の
一
般
物
債
を
置
き
、
他
方
に
は
之
に
劉
立
す
る
も
の

と
し
て
、
本
位
貨
・
補
助
貨
・
銀
行
券
等
の
一
部
又
は
全
部
を
掲
げ
、
只
稀
に
の
み
預
金
貨
幣
に
も
考
慮
ぞ
梯
っ
て

之
等
を
比
較
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
印
ち
、
前
述
の
如
き
各
種
物
債
の
聞
に
於
げ
る
匝
別
、
及
び
各
種
貨
幣
の
間

に
於
け
る
匡
別
の
如
き
は
殆
ん
ど
考
慮
せ
ら
れ
宇
、
従
っ
て
、
如
何
な
る
種
類
の
物
債
と
如
何
な
る
種
類
の
貨
幣

と
を
相
調
臆
せ
し
め
て
之
を
比
較
す
可
き
か
の
問
題
に
至
り
で
は
、
一
一
周
の
勢
も
掛
は
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
、
荷
し
く
も
物
債
に
は
卸
貢
物
憤
・
小
責
物
債
の
匝
別
が
あ
り
、
各
種
貨
幣
の
中
に
で
も
、
多
額
の

取
引
特
に
卸
貰
取
引
に
用
ひ
ら
る
る
も
の
が
主
と
し
て
預
金
貨
幣
な
る
以
上
は
、
卸
買
物
債
は
預
金
貨
幣
の
敷
量

及
び
流
通
速
度
と
劃
比
さ
る
可
き
も
の
で
あ
り
、
主
と
し
て
小
責
取
引
に
用
ひ
ら
る
る
所
の
銀
行
券
・
補
助
貨
等

貨
常
と
物
債
と
D

相
関
関
係
に
就
て

第
三
十
六
巻

九
じ

六
八
九

第
同
披

橋爪教授，貨幣論、-}¥.九頁、
3) 例へぽ Keyn.es.;A Treatise on Mor.t!:y 
4) 高田1寧士;前掲書、七六賀、七七頁、 t:ー頁，
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貨
需
と
物
債
と
の
相
関
関
係
に
就
て

第
三
十
六
経

九
九

O

第
四
時
肌

九
八.

の
敷
量
及
び
疏
迅
速
度
に
は
、
小
買
物
債
が
掛
比
さ
る
可
-
き
で
あ
る
。
般
令
、
貨
幣
の
用
途
上
に
於
け
る
分
業
が
、

斯
程
に
明
確
に
表
は
る
可
き
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
従
来
の
如
〈
に
世
間
然
七
る
一
般
物
債
と
一
般
貨
幣
の
敏
量

と
、
或
は
そ
れ
に
流
通
速
度
を
乗
じ
た
る
も
の
と
を
劃
比
す
る
に
鞍
ぷ
れ
ば
、

理
論
上
運
か
に
優
れ
る
も
の
と
言

は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
あ
。

決
こ
町
民
主
、

筏
が
闘
に
於
J

リる.閉山
A

川
市
貰
幣
の
蚊
最
品
川
ぴ
に
流
通
温
度
ど
研
究
し
、

1:1 

炉

可
抗
ド
主
と
し
て
、

を
卸
買
物
債
と
封
比
し
、
然
る
後
小
買
物
債
と
銀
行
券
・
姉
助
貨
等
と
の
欄
係
に
言
及
し
た
い
の
で
あ
る
。

預
金
貨
幣
の
撮
量

預
金
貨
幣
の
数
量
は
、
何
を
以
て
預
金
貨
幣
と
見
る
か
に
依
り
て
異
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
貼
に
閲
し
て
は
、

今
日
小
切
手
を
以
て
預
金
貨
幣
と
な
す
も
の
じ
、
小
切
手
振
出
の
基
礎
と
な
れ
る
随
時
掃
の
預
金
を
以
て
預
金
貨

幣
と
な
す
も
の
と
、
の
二
設
が
行
は
れ
る
が
、
在
は
預
金
そ
の
も
の
ぞ
預
金
貨
幣
と
な
さ
.5
る
限
り
、
異
の
意
味

に
於
け
る
預
金
貨
幣
の
数
量
は
把
握
し
得
F
る
も
の
左
考
へ
る
の
で
あ
名
。
蓋
し
、

ぱ
、
貨
幣
の
後
行
額
よ
り
、
後
行
者
の
手
許
に
復
蹄
し
た
る
部
分
と
銀
行
の
準
備
と
な
つ
に
ち
或
は
紛
失
潰
滅
等

一
般
に
貨
幣
の
数
量
土
言
へ

に
よ
り
て
疏
通
界
よ
り
取
除
か
れ
し
部
分
と
を
差
引
に
る
蔑
額
、
印
ち
所
謂
貨
幣
の
疏
通
額
を
指
す
も
の
ぞ
あ
る

炉
、
小
切
手
を
貨
幣
と
見
る
時
に
は
、
ぞ
の
振
出
穂
額
即
ち
ぞ
れ
が
媒
介
し
た
る
取
引
の
総
額
の
み
が
知
ら
れ
る

に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。
故
に
在
は
、
小
切
手
そ
の
も
の
を
預
金
貨
幣
と
見
守
し
て
、
小
切
手
振
出
の
基
礎
と
な
れ

5) Rnhertson; Money， p. 48 土方博士"経済皐総論二六 tω頁、二六八頁
6) 牧野博士;貨幣撃の貰詮的研究、一三O頁、等・
1. Fï~her; i!J1d. p. 10 山崎博士:若干の貨幣問題、ご C六頁1 借此の駄に
関Lでは、高田博士:前掲書、一四ー頁、ーとー頁.....-と七頁参照



随
る
時
捕
の
預
金
佐
賀
幣
と
し
、

ぞ
の
敷
量
を
求
め
た
い
の
で
あ
る
。

銀
才丁

市
一
品
斯
か
る
預
金
貨
幣
の
中
に
は
、

預
金
以
外
の
預
金
色
亦
合
ま
れ
る
可
き
筈
な
れ

E
、
其
の
額
少
〈
し
て
比
較
的
重
要
な
ら
ぎ
れ
ば
、
今
は
銀
行
預

金
の
み
に
就
で
、
我
固
に
於
け
る
預
金
貨
幣
の
敷
量
を
求
か
る
事
と
す
る
。

先
づ
蕊
に
注
意
す
可
き
は
、
等
し
く
銀
行
預
金
の
中
に
で
も
、
頂
金
貨
幣
の
数
量
を
算
定
す
可
き
基
礎
と
な

る
色
の
は
、
叫
周
密
な
る
意
味
に
於
け
る
随
時
掃
の
預
金
に
限
ら
れ
る
事
で
め
る
。

従
っ
て
米
国
に
於
げ
る

一日
一
M
H
H
町

仏
日
吉
田
一
円
山
及
び
我
圃
に
於
け
る
定
期
預
合
等
は
勿
論
、
英
幽
に
於
け
る
斥
勺
O

岳
山
内
口
C
C
口
門
間
の
如
き
も
の
も
亦
、
預

一
-
令
質
瞥
の
数
量
算
定
仁
は
利
用
寸
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
散
に
斯
か
る
研
究
に
於
て
は
、

2
2・円口片山
n
n
e
t
-戸
[
印

r
r
t
2
3
2
:
L
h
z
ノ
:
忠
a
J
J
t
E
L
〉
ト
と
日
叫
'
・
い
い
「

L
6・、、

l
r
h、(
y
F
H
f
F
l
a
・
[
j
t
/
I干
1
1
4
F
1
4
J
t
J
4
J
C
E
l
l
E
L
!
ル

n
k

，h4 

7首

名
時
間
金
制
一
か
概
供
阪
別
し
で
針
決
お

れ
る
我
国
は
、
遥
か
に
都
令
よ
き
牒
態
に
在
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ね
。

斯
〈
て
我
闘
に
於
け
る
預
金
通
貨
の
敷
量
は
、

一
腰
は
銀
行
常
座
預
金
の
鱒
額
よ
り
察
知
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
尚
之
に
は
幾
多
の
問
題
が
随
伴
す
る
。
帥
ち
先
づ
、
我
闘
に
は
営
座
貸
越
が
存
在
し
、
此
の
貸
越
契
約
の
限

度
迄
は
小
切
手
が
振
出
さ
れ
得
る
が
故
に
、
此
の
貸
越
契
約
高
の
中
で
顧
客
の
未
だ
利
用
せ
ぎ
る
額
は
、
営
座
預

金
蝿
額
と
共
に
預
金
貨
幣
の
数
量
を
形
成
す
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
L
。

-
次
に
、
銀
行
常
座
預
金
な
ら
ば
緯
て
之
を
令
算
す
可
き
か
と
言
ム
に
決
し
て
然
う
で
は
な
い
。
郎
も
先
づ
、
日

木
銀
行
に
於
け
る
民
間
預
金
は
、
営
座
預
金
た
る
に
鍾
り
は
な
け
れ
ど
、
小
切
手
振
出
の
基
礎
と
な
っ
て
貨
幣
た

る
作
用
を
替
ひ
と
言
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
各
銀
行
が
手
形
変
換
尻
決
曹
の
鴬
め
に
、
更
に
又
手
許
準
備
金
と
し
て
保

貨
幣
と
物
債
と
の
相
関
関
係
に
枕
て

第
四
時
抗

第
三
十
六
巻

ムハ九

九
丸ム

L

ーが4m
叫
街
全

預金貨常に掬して統計的研究をなした品人〈例へは K{~mrnerer; ibid j Fisller， 
illld. Laughli刊 ib叫飯島氏，前掲書 旧中金司丘，前掲書筈)は皆、銀行預
金を以て預金貨幣としてゐる。
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貨

幣

と

物

債

と

の

相

閥

関

係

に

枕

て

第

三

十

六

巻

有
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
之
を
合
算
す
る
事
は
そ
れ
だ
け
預
金
貨
幣
の
数
量
を
二
重
に
見
積
る
事
と
な
る
の
で

あ
る
。
只
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
政
府
営
座
預
金
は
、
政
府
が
支
拐
の
鴻
に
小
切
手
を
振
出
寸
基
礎
と
な
る
も
の

な
る
が
故
に
、
之
だ
け
は
預
金
貨
幣
の
中
に
加
算
す
べ
き
で
あ
ら
フ
。
又
、
日
本
銀
行
の
如
き
中
央
銀
行
以
外
の

九

第
間
放

O 
O 

特
殊
銀
析
に
就
て
見
る
に
、
例
へ
ば
日
本
勧
業
銀
行
に
於
て
は
、
昭
和
六
年
末
現
在
に
て
大
約
百
十
六
高
闘
の
営

庭
預
金
が
存
在
す
る
。
而
し
で
斯
か
る
営
座
預
金
も
亦
、
小
切
手
振
出
の
基
礎
と
な
っ
て
賞
併
に
る
作
用
を
管
h
u

が
故
い
れ
恥
我
附
附
仁
於
け
る
預
金
賞
特
の
毅
量
算
定
じ
府
開
h
て
は
之
ゐ
ι
加
算
す
べ
き
で
め
る
。

然
る
に
他
方
、
普
通
銀
行
に
於
げ
る
営
座
預
金
な
ら
ば
其
の
総
額
を
取
る
可
き
か
と
云
ふ
に
、
立
に
も
亦
理
論

上
差
引
か
る
可
き
若
干
の
額
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
却
ち
、
普
通
銀
行
の
営
座
預
金
中
に
は
同
業
者
間
の
預
金
が

命
ま
れ
、
其
の
額
だ
け
は
預
金
貨
帯
の
数
量
を
二
重
に
計
算
せ
る
事
と
な
る
故
に
、
斯
か
る
同
業
者
聞
の
預
金
は

営
座
預
目
金
総
額
中
よ
り
差
別
切
か
る
可
き
・
も
の
で
あ
る
。
又
プ
イ
ツ
シ
ャ
ー
に
よ
れ
ば
、
甲
が
乙
に
封
し
て
小
切
手

を
振
出
せ
ば
之
は
直
ち
に
乙
の
取
引
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
て
乙
の
預
金
一
を
増
加
す
る
が
、
之
が
交
換
を
粧
て
甲
の

取
引
銀
行
に
請
求
さ
る
る
迄
は
、
甲
の
預
金
は
依
然
と
し
て
減
少
せ
子
、
其
の
結
果
交
換
高
だ
け
預
金
が
二
重
に

計
算
さ
れ
て
ゐ
る
、
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
故
に
、
我
闘
に
於
て
も
亦
之
と
同
じ
事
情
が
存
す
る
な
ら
ば
、
蕊
に
謂

ふ
差
引
額
の
中
に
加
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

尚
之
に
関
聯
し
て
春
日
井
数
授
は
、
預
金
貨
幣
の
額
を
知
る
震
に
は
営
座
預
金
の
額
よ
h
支
掛
準
備
金
の
額
を

差
引
く
可
し
と
主
張
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
五
に
敢
授
の
意
味
せ
ら
る
る
支
梯
準
備
金
な
る
も
の
が
、
若
し
日
本
銀
行

Key町田 ibid.Vo1. r. 'pp. 41-':-43・
深井英五氏:遁貨調節論四一六頁
金融事項参考書，昭和じ年調 -0九買
Fisher; ibid. P 437・ 拙稿 r金融統計特に通貨統計に就いて」経i'11i'論叢
第三二巻、第一5JJ~ 二三三頁→二二凶頁参照

14) 春日井教授;信用膨張主信用の流遁蓮度銀行研究、第三;，1/号、第五披八頁

10) 

12) 
13) 



に
於
け
る
民
間
預
金
の
事
な
る
か
或
は
銀
行
聞
の
預
金
の
事
な
ら
ば
、
勿
論
異
論
の
な
き
所
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、

之
が
若
し
普
通
銀
行
に
於
け
る
支
梯
準
備
金
の
綿
額
を
意
味
す
る
と
す
る
た
一
ら
ば
、
在
は
敢
て
其
の
不
必
要
な
る

を
主
張
し
た
い
。
郎
ち
、
或
一
定
額
の
貨
幣
は
、
銀
行
の
支
梯
準
備
金
と
し
て
常
に
其
の
金
庫
中
に
死
賦
さ
れ
居

る
も
の
な
る
が
、
斯
か
る
支
棉
準
備
金
と
し
て
疏
通
貨
幣
の
中
よ
り
差
引
か
る
る
も
の
は
、
日
本
銀
行
に
於
け
る

民
間
預
金
と
銀
行
券
及
び
補
助
貨
と
で
あ
っ
て
、
決
し
て
預
金
貨
幣
の
死
臓
を
要
求
き
れ
る
の
で
は
な
い
。
勿
論
、

首
座
預
金
の
総
額
が
引
山
き
る
る
が
如
き
事
は
断
じ
て
無
く
、
或
一
定
額
は
常
に
残
高
と
し
て
存
在
す
る
も
の
な

れ
ど
、
そ
れ
は
決
し
て
支
椀
準
備
金
に
相
営
す
る
も
の
で
は
な
い
。
而
色
之
が
問
題
と
な
ち
得
る
の
は
.
英
米
に

一
定
率
の
預
金
残
高
の
要
求
が
あ
る
場
止
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
若
し
厳
密
に
、
斯
か
る

於
け
る
が
如
〈
に
、

制
を
も
預
金
必
総
額
中
よ
し
り
差
引
く
一
町
き
も
の
L
」
要
求
さ
れ
忍
ち
ら
は
、
預
金
賞
終
日
外
の
賞
特
じ
於
て
も
亦
、

個
人
の
財
布
中
に
永
績
的
に
残
留
す
る
額
だ
け
は
、
そ
の
流
通
商
よ
り
莱
引
か
る
可
き
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
特
別
常
座
預
金
が
随
時
拐
の
預
金
な
る
が
故
に
、
我
圃
に
於
け
る
預
金
貨
幣
の
総
額
を
見
る
鴻
に
は
、

之
を
も
加
算
す
べ
き
で
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
乍
ら
此
の
預
金
に
劃
し
て
は
、
支
捕
の
矯
め
の
小
切
手
が

振
出
き
れ
r
d

る
の
み
な
ら
守
、
其
の
性
質
も
亦
営
座
預
金
と
異
り
て
、
所
得
者
の
所
得
使
用
又
は
貯
蓄
の
矯
め
に

利
用
せ
ら
る
る
も
の
な
れ
ば
、
之
を
以
て
預
金
貨
幣
と
見
る
事
は
営
を
快
く
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

以
上
の
加

t
、
我
闘
に
於
け
る
預
金
貨
幣
の
数
量
を
求
む
る
矯
め
に
は
種
々
な
る
考
慮
を
要
す
る
も
、
ぞ
れ
ら

の
中
に
は
、
銀
行
聞
の
預
金
及
び
営
庫
貸
越
契
約
高
の
中
で
顧
客
の
未
だ
利
用
せ
ぎ
る
残
高
等
の
知
〈
仁
、
容
易

貨
幣
と
物
債
と
の
相
関
関
係
に
就
て

第
三
十
六
巻

第
川
披

O 

ノ、

九

高田博士.前掲書、=二三頁→二: 凶]( 岡中金司氏ー預金白涜遁法j支と支
椀準備金(嵐氏経務雑誌、第五三程、第六波)1"1頁、-'-頁
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貨
併
と
物
償
と
の
相
関
関
係
に
就
て

に
之
を
知
り
得
5
る
も
の
が
あ
っ
て
、

普
通
に
は
、

営
座
預
金
合
計
額
が
利
用
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

預
金
炉
二
重
に
計
算
せ
ら
れ
、

第
三
十
六
巻

会
圃
銀
行
の
営
座
預
金
合
計
額
か
或
は
普
通
銀
行
に
於
け
る

後
者
に
よ
る
時
に
は
、 然し
乍
ら
、

日
本
銀
行
以
外
の
特
殊
銀
行
に
於
け
る
営
座
預
金
が
ふ
口
ま

六
九
凹

策
同
披

O 

前
者
に
よ
る
時
に
は
、

日
本
銀
行
に
於
け
る
民
間
A

疋
に
雨
者
共
に
銀
行
間
の
預
金
を
合
め
る
事
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
全
国
手
形
交
換
所
組
合
及
代
理

交
換
銀
行
に
於
け
る
営
座
預
金
融
額
を
求
む
れ
ば
、
銀
行
聞
の
預
金
を
合
ま
ざ
る
馳
を
除
け
ば
理
想
的
の
も
の
な

れ
や
、

ψ

J

f
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ま
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H
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U
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一
ノ
ノ
ピ

4
L
i
b
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、

大
正
六
年
以
後
昭
和
七
年
に
至
る
迄
の
十
六
年
間
に
就
て
我
幽
の
預
金
貨
幣
を
覗
ふ
に
、

次
の
如
き
数
量
増
械
の

跡
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

表第

全困手形交換所
組合及代理交換
銀行に於ける首
座預金平均浅高

千円

740，790 

行
座
高
一

銀

営

建

一

通

る

均

一

普

け

平

一

闘
於
金
一

全

に

預

一
'l'同

680，609 

度年

大正日年

933，349 1，023，166 7年

1，021，9o1 1，207，051 8年

987 ， 5:~8 1，157，518 。年

954，507 1，188，700 10午

882，741 1，335，1194 11年

99;)，619 1，470，738 12年

050，713 

961，584 

n(1O，300 

1，309司893

1，415，650 

1，439，116 

13年

14年

1.;年
略和元年

2年 日08，066

938，726 

803，863 

714，507 

712，800 
20) 

852，741 

1，440，785 

1，353，525 

1，147，0.);) 

J!J) 

1，261，70:: 

:l年

4年

品年

日年

フ年

東京手形交換円正月ほ じ頁、イ之吃は未鷲表。交挟r~rv 分を計ょせ:f')
金融事項参考書、 (n百平日じ年調)による
東京手形交換所月報、(自大正六年六月至昭和八均一司)による

喧日)

Iy) 
20) 



一ー一
預
金
貨
幣
の
涜
逼
謹
度

卸
責
物
債
と
封
比
せ
ら
る
可
き
預
金
貨
幣
の
数
量
が
我
が
固
に
於
て
如
何
程
に
上
る
可
き
か
は
、
巳
に
前
節
に

於
て
遁
ペ
た
る
所
で
あ
る
が
、
之
に
も
増
し
て
重
要
な
る
は
其
の
疏
通
蓮
度
如
何
の
問
題
で
あ
る
。

一
の
貨
幣
が
取
引
媒
介
の
矯
め
に
、

一
定
期
間
内
に
輔
々
す
る
平
均
回
数
を
言

凡
そ
貨
幣
の
流
通
速
度
と
は
、

ふ
も
の
に
し
打
、
之
を
測
る
方
法
と
し
て
は
、
プ
イ
ツ
ジ
ャ

1
の
所
謂

E
g
z・5
5
T
己
2
rえ
=
と
ζ

胃
3
3
'

2
 

E
2
2
2
2
2
5乱
立
、
と
の
二
種
が
暴
げ
ら
れ
る
。
而
し
て
.
前
者
は
個
々
の
貨
幣
移
轄
の
跡
ぞ
迫
ふ
も
の
な
る
が

b
v内
』

匂

句

，寸
r
t

，lut

tj/雪一
1ι
日

l
L
P
'

ヘ
ト
ザ
曲
白
「
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J
t
J
、

4
J
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U
年
t
J
4
4
1
M
Wノ

i
f
J
J
J
J
1
h
i
f
d

，

-
品
民
肱
当
み
J
m
h
o

yF川U
A

川

hu

反
日
こ
児
H
R
1
5
議
-
一
九
円
ソ

F
P↓
出
品
ず
る
諸
説
ロ

P
E
P

-
-
-
F
l
i
p
-
-
1
'

ノ
メ

l

'

'

J

j

r

J

1

・

d
4
1
4
H
I
〈

均
敷
量
を
ぱ
‘

其
の
所
持
せ
る
貨
幣
の
卒
均
数
量
に
て
除
す
る
も
の
な
れ
ば
、

比
較
的
容
易
に
之
を
行
ひ
得
る
の

で
あ
る
。
特
に
預
金
賃
幣
の
場
合
に
あ
ち
で
は
後
の
方
法
の
み
が
利
用
さ
れ
得
可
く
‘

一
定
期
間
内
に
於
て
随
時

梯
の
預
金
に
濁
し
て
振
出
さ
れ
た
る
小
切
手
の
総
額
を
、
期
か
る
預
金
の
平
均
残
高
に
て
除
寸
る
な
ら
ば
、
容
易

に
葉
の
疏
通
蓮
度
い
か
得
ら
れ
る
の
で
あ
P
9
故
に
、
前
越
の
プ
イ
ツ
シ
ヤ

1
及
び
ケ
ム
メ
ラ
い
の
外
に
も
、
バ
-

J

ジ
ェ
内
及
び
ジ
ュ
ナ
イ
ダ
じ
は
米
国
に
於
け
る
預
金
の
流
通
選
度
を
算
定
し
、
又
ケ
イ
シ
点
以
外
に
も
エ
デ
イ
及

び
ヲ
ェ

1
f
L
-は
、
英
国
に
於
け
る
預
金
の
流
通
速
度
を
算
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
何
れ
も
皆
此
の
方
法
に

依
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

今
我
凶
に
於
け
る
預
金
貨
幣
の
流
通
速
度
そ
求
な
る
に
営
り
て
も
.
亦
右
の
如
き
方
法
に
依
る
可
き
は
論
な
き

貨
幣
と
物
質
と
の
相
関
関
係
に
就
て

第
三
十
六
巻

第
四
時
現
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貨
幣
と
物
僚
と
の
相
闘
関
係
に
就
て

六
九
六

第
三
十
六
各

第
凶
時
現

O 
凹

所
に
し
て
、
只
蕊
に
問
題
と
な
る
の
は
、
斯
か
る
小
切
手
振
出
総
額
が
如
何
に
し
て
求
め
ら
る
る
か
左
云
ふ
事
で

あ
る
。
卸
ち
一
定
期
間
に
於
け
る
金
岡
各
銀
行
の
営
座
預
金
抑
良
穂
額
を
求
か
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
抗
、
斯
か
る

貫
教
を
求
む
る
事
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
斯
〈
て
田
中
数
授
は
、

ニ
長
期
間
に
於
げ
る
預
金
の
預
入
総
額
を
以

て
之
に
援
用
す
可
し
と
な
し
、
全
国
普
通
銀
行
に
於
け
る
営
座
預
金
の
一
ヶ
年
間
増
加
高
営
、
そ
の
年
末
現
在
高

じ
て
除
す
る
事
に
よ
り
て
、
大
正
四
年
以
後
昭
和
五
年
に
至
る
十
六
年
間
に
就
て
、
預
金
貨
幣
の
流
通
蓮
度
ぞ
計

算
し

τゐ
色
れ
名
。
従
来
我
闘
に
扱

τは
、
此
の
方
面
め
研
究
が
快
如
し
居
た
る
事
と
て
、
教
授
の
功
績
は
稗
讃

に
値
す
る
も
の
な
れ
ど
、
卑
見
に
依
れ
ば
、
萄
し
く
も
可
及
的
に

E
確
な
る
預
金
の
疏
通
蓮
度
を
算
定
す
る
が
潟

め
に
は
、
右
の
如
、
き
預
金
の
一
ヶ
年
増
加
高
を
援
用
す
る
よ
り
も
、
寧
ろ
手
形
交
換
高
を
利
用
す
る
を
以
て
、
よ

り
妥
営
な
る
も
の
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。

郎
ち
、
手
形
交
換
高
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
主
(
庭
に
は
小
切
手
以
外
の
諸
手
形
を
合
み
居
る
の
み
な
ら
や
、

他
方
に
於
て
は
交
換
所
に
出
で

Y
る
小
切
手
振
出
高
を
網
羅
し
な
い
と
云
ふ
棋
勤
含
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
此

ω

二
知
よ
り
生
や
る
誤
差
は
、
後
に
説
明
す
る
が
如
く
に
容
易
に
訂
正
し
得
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
会
圃
普
通
銀
行

に
於
け
る
営
座
預
金
の
一
ヶ
年
増
加
高
を
採
る
場
合
に
は
、

一
方
に
於
て
は
、
振
出
さ
れ
た
る
小
切
手
の
中
で
現

金
引
出
に
用
ひ
ら
れ
た
る
部
分
を
合
ま
ゴ
る
の
み
な
ら
守
、
他
方
に
於
て
は
、
現
金
預
入
に
よ
る
預
金
増
加
、
営

座
小
切
手
以
外
の
諸
手
形
預
入
に
よ
る
預
金
増
加
、
及
び
振
替
に
よ
る
預
金
創
設
の
結
果
た
る
預
金
増
加
等
を
包

合
す
る
も
の
に
し
て
、
而
も
此
等
の
額
は
容
易
に
知
る
能
は
や
、
矯
め
に
、
之
よ
り
生
や
る
誤
差
は
到
底
訂
正
し

c. Snyder唱P.l1sinesscycles and b115ilìe~S meas.urcmeYlh;， 1927 
Keynes; ，bid. Vol IT. chap. 24・
L. D. Edie and D. W引 ver;Velocity of Bank Depo::i1:， i:n Erlgland J. PoH. 
Econ. Vol. 38. 1930 

29) 田中金司氏:前掲論文、一四頁
30) 同氏 3前掲論文、此の万法による時には、全圃普通銀行に於ける預合のーケ

26) 
27) 
2ts) 



(5) 

(1 ) 
(4) J2も;
千月

14~~;了 J一一一 | 
全岡手形交按1:J~引 (3) 

組合及代上野:明(2)<v中他行1
銀行に於ける各1'1.....1 "-"， J~'I J I 

月末日の手形υ! 宛椀額 1 
盟主些盤章一」一一一一l
l 千I11FIll395，61 I 284，638 

572，凶 3即 54

表第

(1) 

全国手形交換

所手形交換高

昭和7年

月

1 

4，127，529 月2 

373，608 559 ， 37~! 4，497，4U1 月3 

貨
僻
市
・
と
物
僚
と
の
相
関
関
係
に
就
て

千円

3，535，575 月

411，498 561，50:: 4，272，195 月4 

341，592 518，23] 4，045，494 月5 

4<[7，256 614，058 4，152，845 月6 

243，76.j 345，ui8 4，001，452 月
M 

d 

345，832 &04，868 4，396，027 月8 

3s4，591 530， 62~: 4，131，661 月9 

460，198 645 ， 72~i 4，318，711 月10 

4B3，lD2 618，980 4，568，66日月11 

4'!l，560 633，978 6，567，740 月12 第
三
十
六
巻

83，942，884 0.6268 4，528，022 日，;)00，81ii 52，6[5，402 計合

得
Y
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
在

は
、
田
中
致
授
の
算
出
せ
ら
れ

し
も

ω
と
は
別
に
、
全
国
手
形

交
換
所
に
於
け
る
手
形
交
換
高

を
基
礎
と
し
て
、
我
が
闘
に
於

け
る
預
金
貨
幣
の
疏
通
速
度
を

求
め
る
で
あ
ら
う
。

今、

昭
和
七
年
度
に
耽
て
の

み
之
を
説
明
す
れ
ば
、
同
年
中

に
於
て
振
出
さ
れ
た
る
小
切
手

総
額
は
弐
の
方
法
に
依
り
で
計

算
す
る
事
が
出
来
る
。
却
も
統

計
資
料
の
開
係
よ
り
、
先
づ
、

全
国
手
形
交
換
所
組
合
及
代
理

交
換
銀
行
に
閲
す
る
限
り
の
手

形
小
切
手
振
出
締
額
全
求
む
れ

六
九
七

第
削
減

O 
3-i. 

年増加高も、そ D年末現在高也、手?に大蔵省;銀行局年刊iに掲載さ札居るが
放に、頗る簡単に流通法度が算定 l..'I守られるのである。



貨

幣

と

物

債

と

の

相

関

関

係

に

就

て

第

三

十

六

巻

ば
、
第
二
表
の
一
示
す
が
加
〈
に
、
大
約
八
十
三
億
九
千
四
百
高
固
の
手
形
小
切
手
が
振
出
8
れ
に
事
と
な
る
の
で

六
九
八

第
四
披

一O
六

め
る
。印

ち
、
前
表
の
第
一
欄
合
計
は
、
四
川
和
七
年
に
於
け
る
全
国
の
手
形
交
換
綿
額
に
し
て
、
其
の
一
年
間
に
於
け

る
交
換
総
額
は
凡
そ
五
百
二
十
六
億
聞
に
上
る
。
第
二
欄
は
、
全
国
の
手
形
交
換
所
組
合
銀
桁
及
び
代
理
交
換
銀

行
に
於
て
各
月
末
日
に
牧
納
せ
し
手
形
小
切
手
の
額
念
集
計
せ
し
も
の
、
第
三
欄
は
、
其
の
中
に
て
他
行
宛
椀
の

一
今
の
月
末
合
計
削
ら
寸
二
日
間
仁
つ
い
て
見
れ
ば
手
形
小
切
手
取
納
相

六
十
五
億
固
の
中
約
四
十
五
億
固
が
交
換
所
に
出
る
罪
で
あ
る
。
故
に
第
三
欄
を
第
二
欄
に
比
較
す
る
時
に
は
、

も
の
セ
め
る
。
削
ら
一
前
表
仁
よ
れ
ば
、

一
庭
、

振
出
さ
れ
た
る
手
形
小
切
手
の
中
で
何
割
が
交
換
に
出
づ
る
か
を
知
町
得
る
の
で
あ
る
が
、

ぞ
れ
は
品
川
不

完
全
な
る
を
見
れ
な
い
。
蓋
し
、
振
出
さ
れ
た
る
手
形
小
切
手
中
ド
は
、
変
換
じ
出
づ
る
で
も
な
く
、
叉
銀
行
内

の
帳
簿
上
の
振
替
に
よ
り
て
決
持
さ
れ
る
で
も
な
〈
、
直
接
に
現
金
の
引
出
に
用
ひ
ら
る
る
も
の
炉
あ
っ
て
、
そ

の
貼
の
考
慮
を
要
す
る
が
故
で
あ
る
。
而
も
斯
か
る
手
形
小
切
手
の
額
一
か
組
振
出
高
に
劃
し
て
占
h
u

る
割
合
は
巌

密
に
は
算
定
す
る
を
得
ま
れ
ど
も
、
経
験
深
き
銀
行
家
の
意
見
と
し
て
は
凡
ぞ
振
出
総
額
の
一
割
に
上
る
と
の
事

で
あ
る
。
故
に
今
此
の
黙
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
第
二
欄
の
合
計
に
叩
一
9

を
乗
じ
、
之
を
以
て
第
三
欄
の
合
計

幹
除
し
て
こ
そ
、
初
め
て
、
振
出
さ
れ
た
る
手
形
小
切
手
の
中
で
そ
の
何
割
が
交
換
所
に
出
づ
る
か
を
知
、
り
得
る

の
で
あ
る
。
第
四
欄
は
即
ち
そ
の
割
合
ぞ
一
不
す
も
の
に
し
て
、
之
ぞ
以
て
第
一
欄
の
合
計
を
除
す
れ
ば
、
手
形
小

切
手
の
振
出
総
額
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
新
〈
て
此
の
方
法
の
快
勤
た
る
、
交
換
所
に
出
で
.
ざ
る
部
分
よ
り
来

東京手形交棒埋月報(昭和七年二月→昭和八年一)]'1).足)に上りて作成
東京手形交換所月報(自昭和七年月至同八年-)])一三頁
同上(一一頁J

31) 
32) 
33) 



る
所
の
誤
差
が
訂
正
さ
る
る
事
'
と
な
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
第
五
欄
の
敷
字
、
八
百
三
十
九
一
億
齢
固
は
、
第
一
欄
の

全
国
手
形
交
換
所
手
形
交
換
高
の
数
字
を
第
四
欄
の
敷
字
印
ち

0
・
六
二
六
人
に
て
除
し
た
る
も
の
に
し
て
、
全

国
手
形
交
換
所
組
合
及
代
理
交
換
銀
行
に
閲
す
る
限
り
の
手
形
小
切
手
振
出
綿
額
全
示
す
も
の
で
あ
る
つ

以
上
の
知

t
に
し
て
手
形
小
切
手
の
振
出
穂
額
一
か
知
ら
れ
た
な
ら
ば
、
次
に
は
、
そ
の
中
の
浮
割
炉
支
拐
の
鴻

(2) (3) 

(1) 白中程;'h~:小 (2 ) 

切手女検高(1 ) 

1邑，mml

表第

I_~~;~~~ 
|東京手形交断
塊交換高

0.o698 

千 jrJ

:!6 ， .S62 ， 7~O 

に
営
座
預
金
に
劃
し
て
振
出
さ
れ
た
る
小
切
手
総
額
な
る
か
を
、
算
定
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
然
る
に
、
東
京
手
形
交
換
所
月
報
の
如
き
は
、
安
換
高
の
中
に
て
る
営

座
小
切
手
ゅ
法
金
小
切

F
・
約
束
手
形
-Am替
手
形
・
預
金
手
形
・
雑
類
・
コ

1
Y
手
形

等
に
つ
習
で
、
金
額
及
び
百
分
率
松
崎
出
ぜ
る
が
故
に
、
之
を
利
用
し
て
手
形
小

切
手
振
出
総
額
中
の
小
切
手
振
山
緯
額
炉
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

卸
ち
第
三
表
の
示
す
が
加
〈
、
東
京
手
形
交
換
所
に
於
て
、
昭
和
七
年
中
に
愛

換
せ
ら
れ
し
手
形
小
切
手
の
総
額
は
二
百
六
十
五
億
憐
固
に
し
て
、
業
の
中
常
座

小
切
手
交
換
高
は
百
五
十
一
一
億
偉
闘
で
あ
る
。
故
に
此
の
雨
者
を
比
概
す
れ
ば
、

第
三
欄
の
示
す
が
如
く
に
、
組
交
換
高
の
中
に
て
営
賂
小
切
手
交
換
高
の
占
む
る

而
し
て
此
の
割
合
は
、

割
合
0
・
五
六
九
八
%
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
o

若
干
の

留
保
の
下
に
、
全
国
に
於
け
る
手
形
小
切
手
振
出
組
額
の
中
に
て
、
小
切
手
振
出

総
額
の
・
占
h
u

る
割
合
と
し
て
も
援
用
し
得
ら
る
る
が
故
に
、
第
二
表
第
五
欄
に
一
不

貨
幣
と
物
債
と
の
相
関
関
係
に
就
て

昭和7年

第
三
十
六
巻

第
四
時
碗

大
九
九

一O
七

11:頁、六頁同上34) 



貨
常
と
物
債
と
の
柑
闘
関
係
に
就
て

(3) (4) (5) 
(I) x (!::) : ".，.. ，*，. .".6.. I 
小切手納 i I雪座頂金 I(3)+(4) 

振出正li 宇崎浅高 I流通速度

千[IJ ! 千円

.17，830，6oii 712，白00

I ヨE

6i.1 

第
三
十
六
巻

3
る
る
所
の
手
形
小
切
手
振
出
総
額
に
之
金
一
来
や
れ
ば
.
以
て
全
圃
に
於
け
る
小

七

O
O

第
四
時
珊

一O
A

切
手
振
出
総
額
が
得
ら
る
可
〈
、
之
を
営
座
預
金
の
平
均
残
高
に
て
除
す
れ
ば
、

即
ち
預
金
貨
幣
の
流
通
速
度
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

郎
ち
第
四
表
の
第
一
欄
は
、
第
二
表
第
五
欄
よ
り
特
お
い
る
手
形
小
切
手
振
出
錦

織
に
し
て
、
第
四
表
の
第
二
欄
は
、
第
三
表
第
三
欄
よ
り
得
た
る
手
形
小
切
手
総

振
出
荷
山
中
FC
小
切
手
振
出
向
の
・
占
U
ぷ
一
所
山
一
推
定
此
キ
で
あ
る
。
期
〈
吋
』
第
四

表
の
第
三
欄
に
一
不
さ
る
る
も
の
は

昭
和
七
年
度
に
於
て
全
副
手
形
交
換
所
組
合

四

及
代
理
交
換
銀
行
に
宛
て
て
振
出
さ
れ
た
る
小
切
手
総
額
に
し
て
、
買
に
四
百
七

小
る
中
む

つー一ロ同占

引
い
、
出
の
仮
手
合

総
切
割

第

( 1 ) 

手形小切手

組振出高

0.5698 
千円

83，942，884 昭和7年

十
八
億
三
千
飴
高
屈
に
遣
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
第
一
節
に
於
て
掲
げ
六
る
、

会
幽
手
形
交
換
所
組
合
及
代
理
交
換
銀
行
に
於
げ
る
常
座
預
金
の
平
均
残
高
を
以

て
此
の
小
切
手
綿
振
出
高
を
除
す
れ
ば
、
昭
和
七
年
度
に
於
け
る
我
闘
の
預
金
貨

幣
流
通
迷
皮
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
卸
ち
第
四
表
第
五
欄
に
一
不
ぎ
る
る
如
〈
に

六
七
・
一
の
流
通
速
度
が
得
ら
れ
る
罪
で
あ
る
。

向
、
小
切
手
の
振
出
総
額
を
求
h
u

る
に
営
り
て
、
営
座
小
切
手
の
み
な
ら
十
送

金
小
切
手
を
一
色
加
ふ
可
き
や
否
や
は
問
題
の
存
す
る
所
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
法

金
小
切
手
は
、
銀
行
に
営
座
勘
定
無
き
者
に
で
も
之
を
振
出
す
事
め
り
、
更
に
之

一間頁田中金司氏，前掲論文35) 



を
以
て
預
金
貨
幣
を
代
表
す
る
も
の
と
は
見
倣
し
難
き
が
故
に
、
在
は
之
を
除
き

τ、
営
座
小
切
手
の
振
出
綿
額

の
み
を
求
h
u
る
事
と
し
た
の
で
あ
る
。
一

以
上
の
如
く
、
預
金
貨
幣
の
疏
通
速
度
を
測
定
す
る
に
嘗
h
ノ
て
は
、
種
々
な
る
考
慮
を
要
す
る
も
、
手
形
交
換

高
よ
り
比
較
的
容
易
に
且
正
確
に
求
め
得
ら
る
る
も
の
で
あ
る
。
今
期
か
る
方
法
に
よ
り
て
、
大
正
六
年
よ
り
昭

和
七
年
に
至
る
十
六
ヶ
年
に
就
て
我
固
に
於
け
る
預
金
貨
幣
の
涜
通
速
度
を
計
算
す
れ
ば
、

得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

衣
表
の
如
き
結
果
一
か

i官~!:

預金貨幣ωiJl[，
遁建立l

t~um 

，J，:I" {~2 

，i . ，l6 
i:;:. ~~5 

tiuJυヨ

G.J: .::~6 

与LS-! 

I).I..OG 

，-(I.Sl 

:，-:i .06 

13 

'1;(; .:::1 

Gi~ 円。

針。7

;':.48 

，I}~: . ] 0 

五第

年

年

年

年

目

白

元

2

nμ ヨn
1昭

第
五
表
白
算
定
白
一
銭
に
利
用
し
た
る
統
計
材
料
中
に
で
、
全
国
四
手
形
突
換
所
組
合
及
代
理
交
換
銀
行
に
於
け
る
常
座
預
金
痩
高
円
令
計
額
に

は
、
未
費
表
白
交
換
所
の
分
を
計
上
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
放
に
貫
際
額
上
り
も
・
少
曹
課
な
れ
ど
、
他
方
、
全
凶
手
形
交
換
所
交
換
高
に
も
同

様
の
事
賓
が
存
ず
る
故
、
こ
れ
よ
り
来
る
影
響
は
殆
ん
ど
な
き
も
の
と
見
て
ま
支
な
い
。
又
預
金
貨
幣
白
数
量
と
し
て
は
、
常
感
貸
越
高
の

中
に
て
顧
客
の
未
だ
利
用
せ
ざ
る
部
分
を
加
ふ
可
き
で
あ
る
が
、
蕊
に
利
用
せ
し
常
座
預
金
残
高
は
、
上
下
雨
季
米
の
残
高
に
で
、
毎
日
平

均
を
採
る
場
合
よ
り
も
多
少
多
額
と
な
れ
る
白
み
な
ら
ず
、
銀
行
間
の
預
金
の
知
き
も
之
を
包
含
せ
る
故
に
、
常
座
貸
越
脅
L

昂
を
加
へ
ざ
る

事
よ
り
生
ず
る
所
白
誤
差
も
亦
少
い
と
考
「
ら
れ
る
。

向
、
全
鴎
手
形
交
換
所
組
合
及
代
理
交
換
銀
行
に
於
け
る
各
月
末
日
の
収
納
一
回
問
内
認
は
、
大
正
十
三
年
以
後
四
費
表
に
か
か
り
、
そ
の
以
前

に
付
で
は
迄
を
求
砂
得
ざ
る
が
放
に
、
A
Y
H
H

傑
宜
上
、
昭
和
七
年
よ
り
遡
り
で
大
正
十
三
年
に
至
る
各
年
毎
場
化
の
趨
勢
を
、
一
臭
に
遡
り
て

;Jc正6年

7年

8年

。年

lO.f]' 

11年

12年

1:1年

3年

4年

5年

6.f]' 

71]' 

謹

貨
幣
と
物
債
と
の
相
闘
関
係
に
就
で

第
三
十
六
巻

七。

第
間
放

O 
ずし



貨
幣
と
物
僚
と
の
相
関
関
係
に
就
て

第
三
十
六
巻

七
O

第
四
拡

。

大
正
六
年
に
迄
及
ぼ
し
た
E

で
あ
る
。

四

卸
葺
物
置
と
預
金
貨
幣

道
代
の
粧
梼
枇
舎
を
特
徴
附
〈
る
所
の
預
金
貨
幣
が
、
我
山
か
闘
に
於
で
如
何
程
存
在
し
・
叉
そ
れ
ら
が
一
ヶ
年

に
如
何
程
固
持
す
る
か
と
一
五
ふ
事
は
、
巳
に
第
二
節
及
び
第
一
一
一
節
に
於
吃
品
川
.
十
九
名
所
で
あ
る
。
而
も
斯
か
る
預

金
貨
幣
説
、
恐
ら
く
は
日
常
生
活
-
」
於
け
る
間
賞
的
取
引
に
用
ぴ
ら
れ
る
の
で
は
な
J
h
m

戒
は
両
工
業
者
に
よ
h

て
原
料
及
び
製
品
の
貰
買
の
免
め
、
或
は
投
機
業
者
に
よ
り
て
投
機
の
目
的
の
潟
に
用
ひ
ら
る
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
貨
幣
と
物
債
と
の
聞
に
、
何
ら
か
の
意
味
に
於
け
る
相
闘
闘
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
預
金
貨
幣
は
、
小
貢

物
慣
に
劃
し
て
で
は
な
く
、
卸
貢
物
債
に
劃
し
て
交
渉
を
有
つ
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

然
ら
ば
我
闘
に
於
て
は
、
卸
買
物
債
と
預
金
貨
幣
と
の
聞
に
如
何
な
る
閥
係
が
存
す
る
か
O
A
-
-

日
本
銀
行
調

査
の
東
京
卸
責
物
慣
指
敷
と
、
預
金
貨
幣
の
数
量
・
流
通
蓮
度
・
及
び
そ
れ
ら
の
漬
と
を
、
大

E
六
年
よ
ち
昭
和
七

年
に
至
る
十
六
ヶ
年
に
就
き
て
比
較
す
る
に
、
伺
ち
第
六
表
の
示
す
が
如
く
で
あ
る
。

卸
も
、
第
六
表
の
第
二
欄
は
、
我
闘
に
於
け
る
預
金
貨
幣
の
敷
量
を
示
す
も
の
と
し
て
全
国
普
通
銀
行
に
於
け

る
営
座
預
金
の
平
均
残
高
を
採
り
た
る
も
の
な
る
が
、
今
之
を
第
一
欄
に
示
き
る
る
東
京
卸
買
物
債
指
教
と
比
較

す
る
に
、
大
正
九
、
十
、
十
一
、
十
三
、
十
四
、
十
五
の
各
年
及
び
昭
和
二
、
三
年
の
八
ヶ
年
に
於
て
、
物
債
の

麓
動
と
相
反
す
る
方
向
に
鐘
動
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
全
国
幽
手
形
交
換
所
組
合
及
び
代
理
交
換
銀
行
に

三問問頁36)金融事項参考書，昭和七年調



表

(1) (2) Ul) (4) (5) 
日目 M' M' M' V' 

議卸質物d門会図髄銀行四手間関判 v' !(hJ4〉
|常庭憤金残高「時代理交銀E預金回糊|預金貨幣によ

明治33年基明千均 IVZ座f良金残高千 ')1.m"'-=，.，."'" 1岳取引穂高

.-d、第

度

年

千円

31，376，138 42.39 
千円

740，79り
千円

680，609 194.50 大正 6年

51，730，211 55.42 933，:)49 1，023，166 254.77 7年

7D，143，04G 77.4日1，021，6日11，207，051 :;11.98 8，年

71，349，970 72.25 リ8ï ， 5i-~~1，157，5J 8 34:=L 10 9均三

貨
幣
と
物
償
と
の
相
関
関
係
に
就
て

59，706，721} 62.55 954，507 1，188，700 265.12 10年

59，744，965 64.26 882，741 1，336，094 259.07 11年

54，490，442 54.84 993，619 1，470，738 263.18 12年

60，909，424 64.06 !iuO，713 1，:'199，893 273.20 13年

68，0!Jl，451 70.81 !l61，584 1，415，650 266.84 14年

15年
昭和元年

2年

76，315，865 i7.0o nS1O，300 1，43lJ，1l6 236.65 ‘ 
;j 7)Ol!1， ~03 63.13 90:l，066 1，440，785 224.65 

62，252，061 66.:n 9:38，726 1，353，525 226.10 3年
第
三
十
六
倉

58，757，4-;7 68.90 852，741 1，261，703 219.83 4年

47，083，6.50 58.57 803，863 1，147，059 180.98 5年

50，361，40o 

47，8:>0，655 

70.48 

oi.1() 

714，507 

i12，800 

::;81 

153.03 

152目。。
6年

7年ーヒ
O 

於
け
る
営
座
預
金
平
均

獲
高
を
以
て
、
我
闘
に

'0) 

於
け
る
預
金
貨
幣
の
数

量
と
見
る
時
に
は
、

三
欄
に
よ
り
て
見
ら
る

~H ) 

る
加
〈
、
大
正
九
、

_. 
、

A
守
当
、

A
-
L
A二
、
ノ

寸
m
F

」
l

ヨ
4u-

四
ヶ
年
を
除
〈
外
は
、

附
牧
官
山
一
般
硝
l
p
i
d

甥
L

き
増
械
の
趨
勢
を
油
一
つ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

37) 

仁
預
金
貨
幣
の
疏
通
謀

度
を
卸
貰
物
債
に
比
較

す
る
に
、

大
正
九
、

、

十
四
、
十
五
の
各

年
及
び
昭
和
問
、

第
四
披

第次

昭和7年度の分は上半期平均よりJ'lutによる。
第一表より 39) 同上 40) 第五炎上り

←卜

37) 
38) 



， 

第

三

十

六

審

七

O
問

年
の
八
ヶ
年
即
ち
約
宇
敷
の
年
に
於
て
の
み
、
物
.
債
と
等
し
き
麓
勤
通
桂
を
執
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
第
三
欄
の
外
は
、

貨
幣
と
物
債
と
の
相
関
関
係
に
就
て

第
四
貌

第
二
欄
第
四
欄
共
に
、
物
債
の
措
置
勤
に
濁
し
て
何
等
の
交
捗
な
き
が
如
く
に
見
え
る
の
で
め
る
。
然
し
乍
ら
最
後

に
、
預
金
通
貨
に
依
る
取
引
綿
額
公
示
す
所
の
第
五
欄
を
見
る
に
‘
そ
れ
は
、
大
正
九
、
ト
二
、
十
四
、
十
五
年
の

四
ヶ
年
を
除
き
て
大
贈
、
卸
貢
物
債
の
騰
落
と
歩
ke共
に
し
て
増
減
し
て
ゐ
る
の
で
め
る
。
市
も
大
正
九
年
と

は
、
邸
主
恐
慌
の
来
り
し
年
に
し
て
、
年
初
一
月
よ
り
三
月
迄
は
景
気
は
最
高
頂
に
遣
し
た
る
も
四
月
よ
り
は
急
激

に
特
務
し
、
物
慣
性
亦
之
に
品
開
サ
し
年
T
Jの
あ
コ
枇

7LhJ肌
表
仁
相
げ
ら
れ
に
る
附
年
の
物
情
拍
数
は
、
賀

は
同
年
に
お
け
る
異
の
物
債
を
表
は
せ
る
も
の
に
は
非
Y
る
や

E
の
探
す
ら
起
る
の
で
あ
っ
て
、
斯
か
る
景
気
の

轄
換
期
に
於
て
は
二
者
の
相
背
離
す
る
の
も
亦
有
り
得
ペ
き
事
で
あ
る
。
次
に
、
大
正
十
二
年
は
、
九
月
に
閥
東

大
震
災
が
め
っ
て
、
潟
に
金
融
界
も
常
軌
を
過
し
に
る
事
ぞ
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ο

最
後
に
u

大
正
十
四
年
及
び

十
五
年
の
雨
年
度
に
於
て
も
雨
者
の
背
離
が
認
め
ら
れ
る
が
、
此
の
場
合
に
於
て
も
、
物
債
指
数
作
成
の
基
礎
と

な
れ
る
商
品
銘
柄
が
大
正
十
四
年
よ
り
麓
更
さ
れ
た
る
事
買
に
着
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
〈
て
、
右
に
遁
べ
た
る

如
き
特
殊
の
事
情
の
存
す
る
年
度
を
除
き
で
は
、
預
金
通
貨
に
よ
り
て
媒
介
さ
れ
し
取
引
総
額
は
、
大
韓
に
於
て

卸
買
物
債
の
騰
落
と
相
一
致
し
て
増
減
せ
る
を
見
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
〈
、
預
金
貨
幣
に
よ
る
取
引
綿
額
の
麗
勤
が
卸
貢
物
債
の
盤
動
と
相
等
し
き
傾
向
を
執
る
な
ら
ば
、

預
金
貨
幣
以
外
の
貨
幣
は
如
何
な
る
物
債
と
如
何
な
る
交
渉
を
持
つ
可
き
か
。

先
づ
日
本
銀
行
先
換
券
に
就
て
見
る
に
、
之
は
主
と
し
て
小
買
取
引
に
用
ひ
ら
れ
、
そ
の
一
部
分
の
み
が
卸
貰



取
引
に
用
ひ
ら
れ
る
と
云
ふ
可
き
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
銀
行
券
は
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
を
初
め
、
種
々

の
機
舎
に

E
額
の
滅
失
を
兎
れ
居
ら
ぎ
る
の
み
な
ら
中
、
夏
に
人
口
の
増
加
と
共
に
其
の
額
は
結
え
や
増
加
せ
ら

る
可
き
傾
向
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
之
を
小
貢
物
債
指
数
と
比
較
す
る
も
、
数
字
上
に
て
は
、
物
債
の
騰

落
に
闘
せ
守
し
て
常
に
増
加
の
趨
勢
を
示
す
色
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

次
に
小
額
紙
幣
は
言
ふ
に
及
ば
争
各
種
補
助
貨
は
、
日
常
生
活
の
小
取
引
に
の
み
用
ひ
ら
る
る
も
の
な
れ
ば
、

之
れ
等
が
奇
し
く
も
物
慣
に
劃
し
て
安
渉
を
持
っ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
卸
貢
物
慣
に
非
十
し
て
小
買
物
債
な
る
事

は
営
然
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
場
合
に
於
て
色
、
補
助
貨
特
に
銀
貨
の
加
容
は
、
銀
債
暴
騰
時
に
於
け
る
勝
し
h
u

鋳
潰
F

岬
乙
初
め
、
其
の
他
の
事
由
に
よ
る
滅
失
も
極
め
て
多
か
る
可
〈
、
克
に
人
口
の
増
加
に
劃
す
る
閣
係
も
銀
行

券
の
場
合
と
相
等
し
け
れ
ば
、
之
を
統
計
的
に
取
扱
ふ
事
は
頗
る
困
難
で
あ
る
。

五

結

言

以
上
を
以
て
私
は
、
先
づ
、
我
闘
に
於
て
は
預
金
貨
幣
と
見
ら
る
可
き
も
の
が
如
何
な
る
も
の
に
し
て
、
又
そ

の
敷
額
は
如
何
程
に
上
る
か
を
究
め
、
衣
で
新
か
る
預
金
貨
幣
の
流
通
蓮
度
は
如
何
に
し
て
求
h
u
可
き
か
を
論
じ
、

最
後
に
、
之
等
を
卸
貢
物
債
に
比
較
し
て
そ
の
聞
に
如
何
な
る
闘
係
の
存
す
る
か
を
窺
っ
た
の
で
あ
る
。
其
の
結

果
、
預
金
貨
幣
の
敷
量
及
び
流
通
蓮
度
の
み
に
就
て
見
れ
ば
、
卸
買
物
債
の
盤
動
と
一
致
し
て
増
減
す
る
事
少
h
t

品
、
雨
者
の
積
、
卸
ち
預
金
貨
幣
に
よ
る
取
引
の
総
額
は
、
卸
買
物
債
と
の
聞
に
密
接
な
る
閥
係
を
有
す
る
事
が
知

貨
幣
と
物
償
と
の
相
関
闘
係
に
就
て

第
三
十
六
巻

七

O
五

第
四
貌

一一
一一



貨
幣
と
物
債
と
白
相
閥
関
係
に
就
て

第
三
十
六
巻

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
在
は
、
有
し
く
も
貨
幣
と
物
債
と
の
聞
に
於
け
る
相
閥
関
係
を
論
争
る
に
営
り
で
は
、

七

O
六

第
四
時
碗

一一四

単
に
漠
然
た
る
一
般
物
慣
と
銀
行
券
・
補
助
貨
等
の
数
量
と
を
封
比
す
る
事
は
、

1
f
〈
営
を
換
一
〈
も
の
に
し
て
、

各
種
貨
幣
に
劃
し
て
は
、
そ
れ
に
劃
比
き
る
可
き
各
種
物
債
の
存
す
可
h
o
事
営
主
張
し
に
い
の
で
あ
る
。
而
も
私

が
特
に
預
金
貨
幣
と
卸
寅
物
債
と
の
閥
係
に
の
み
重
き
ぞ
置
き
し
は
、

一
方
に
於
て
は
、
他
種
の
貨
幣
に
あ
り
て

は
其
の
流
通
速
度
及
び
取
引
媒
介
緯
額
は
勿
論
の
事
、

そ
の
疏
通
貫
額
す
ら
之
を
測
定
す
る
事
頗
る
困
難
な
る
に

一E
，
ノ
、
ヨ
叫
士
'
d

主
主
3
4
-
D
)
円
国
手
i
h

、

日

μ
i
平
台
勺
拒
ukhh引

H
h
d
-
L

こ
〉
〉
川
町
三
4

じ
実
包

:
2
1
?ト
王
寺
:
、

t
r
e
L
:
・
t
、
七
〉

rAE・
」
冷

4
6
、L
U
J
古
I
J
臨よ
n
i
J
h
A
i
d
-
t
J
e
司
斗

l
i
h
H
4
P
J
F
I
方
・
{
ト
u
d
μ
U
寸
山
首
別

I

1

け
る
研
究
が
頗
る
重
要
な
る
に
拘
は
ら
争
、

従
来
借
り
に
等
閑
に
附
せ
ら
れ
居
り
し
が
清
め
で
あ
る
d

倫
本
論
文
起
草
に
際
し
て
は
、
第
一
銀
行
京
都
文
席
長
島
原
鍛
三
氏
に
負
ふ
所
が
多
い
。
葱
に
記
し
て
深
謝
す
る
。


